
[終了]11/21反貧困ネットワーク埼玉主催講演会「朝日訴
訟から生存権裁判へ」
終了いたしました。ありがとうございました。

 

 

◆日時　平成２６年１１月２１日（金）　午後６時３０分～午後７時３０分
◆内容　寺久保光良＋高藤登喜恵　コラボ講演会「朝日訴訟から生存権裁判へ」
◆場所　さいたま共済会館・504（当初の場所から変更となりました）
（さいたま市浦和区岸町７－５－
１４）http://www.saitama-ctv-kyosai.net/kyosai_kaikan/

——

今回は、生活保護基準引下げ埼玉連絡会の会長で、元山梨県立大学教授、元ケースワーカーの寺久保光良さんと、埼玉県生活と健康を守る
会の高藤登喜恵事務局長をお招きして、コラボ講演会を開催します。

現在、『平成の朝日訴訟』とも呼ばれている、生活保護基準引下げ違憲訴訟が全国各地で提訴されています。
埼玉でも、１１月１９日（水）、さいたま地方裁判所で第１回口頭弁論が開かれ、裁判前には、傍聴定員を大きく上回る１８８名の方が傍
聴券を求めて長蛇の列となり、抽選となりました。
また、同日に行われた報告集会には、２３８名の方が参加され、入口ロビーにまで立ち見が出るほどとなり、沸き返るような熱気に包まれ
ました。

政府により、命の最低ラインとも言える生活扶助基準が引き下げられ、さらに住宅扶助基準、冬季加算の引き下げも視野に入れた議論がさ
れつつある現在、人間らしい健康で文化的な最低限度の生活の意義が争われた朝日訴訟などを振り返りつつ、考えてみませんか？

予約不要・参加費無料で、どなたでも参加可能です。
ぜひ、多くのみなさまのご参加をお待ちしております。

——

講演会後、午後７時３０分～　反貧困ネットワーク埼玉定例会議が開催されます。

——
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反貧困ネットワーク埼玉の定例会議の際の講演会の今現在の予定状況です。

◆１２月１９日（金）　鴨田譲弁護士＋安野憲起司法書士　テーマ（仮）「奨学金問題と若者の貧困」
◆１月２６日（月）　未定
◆２月２３日（月）　稲葉剛さん（自立生活サポートセンターもやい理事）　テーマ「住宅問題と貧困（仮）」
◆３月２７日（金）　平野和弘さん（元浦和商業高校定時制　教諭）

生活保護基準引下げ違憲処分取消等請求訴訟・第１回期日の報告
と第２回期日（２／２５）のお知らせ
本日、生活保護基準引下げ違憲処分取消等請求訴訟・さいたま地裁の第１回期日が終了しました。

傍聴希望者は１８８名、同時に開催した「裁判応援・報告集会」には２３８名もの方が参加されました。
ご協力、応援、本当にありがとうございます。

第１回期日では、訴状、答弁書陳述の後、
①　原告代理人が、パワーポイントを使用して、訴状の趣旨説明（１５分）、原告第１準備書面（貧困問題と生活保護基準引き下げ）の趣
旨説明（１５分）
②　原告本人２名による意見陳述（各５分）
を行いました。

「裁判応援・報告集会」では、「生活保護基準を引き下げ、２００万人の人々のいのちや暮らしを削って、総額６７０億円の生活保護費を
削減しておきながら、理由のない解散・総選挙に７００億円を平気で使うという姿勢に、怒りを禁じ得ない。」という意見なども出されま
した。

第２回口頭弁論期日は、２０１５年２月２５日（水）１４時～さいたま地裁１０５号法廷と指定されました。
次回も、どうぞよろしくお願いいたします。

◎　生活保護基準引下げ反対埼玉連絡会の設立と入会のご案内　⇒　こちら（クリック）
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生活保護基準引下げ反対埼玉連絡会の設立と入会のご案内
２０１４年８月１日、生活保護基準引き下げに反対する市民によるネットワーク、「生活保護基準引下げ反対埼玉連絡会」が設立されまし
た。
設立趣意書と入会のご案内です。

【入会のご案内】
生活保護基準引き下げ反対の趣旨に賛同いただける方は、どなたでも入会いただけます。
入会案内をダウンロードしてお申込みください。⇒　入会案内ダウンロード

【設立趣意書】

２０１４年８月１日

生活保護基準引下げ反対埼玉連絡会　設立趣意書

私たちの生活を下支えしている生活保護に対し、かつてない厳しい攻撃が続き、社会保障制度全体を改悪する動きが加速している。
２０１２年５月、お笑い芸人の母親が生活保護を受給していたとの報道をきっかけに、生活保護に対するバッシングが強まり、同年８月、
自助・共助を強調し、社会保障における国の責任を後退させようとする社会保障制度改革推進法が成立し、その附則に「生活保護制度の見
直し」が盛り込まれた。同年１２月、衆議院選挙が行われ、生活保護基準１０％引下げを公約とした第２次安倍内閣が発足した。
そして、２０１３年５月、厚生労働大臣は、生活保護基準を、最大１０％、平均６．５％引下げ、総額６７０億円削減という、制度発足史
上前例のない大幅な引下げを強行した。
しかし、生活保護は、様々な事情で生活に困窮した人のいのちや、人間らしいくらしを支える「最後の砦」であり、憲法２５条に基づき
「権利」として保障されているものである。また、生活保護基準は、就学援助基準、非課税基準、最低賃金など私たちの暮らしを支える
様々な制度を下支えしている基準である。生活保護制度を切り縮め、ナショナルミニマムである生活保護制度を崩壊させることは、すべの
人の「生活の底下げ」をもたらすものである。
生活保護基準引下げを強行した政治の横暴を、市民の連帯の力と、人権保障の役割を担う司法の力でストップさせるため、各地で訴訟が提
起され、ここ埼玉においても、２０１４年８月１日、憲法２５条に違反する生活保護基準引き下げ処分の取消等を求める集団訴訟が提起さ
れた。
私たちは、すべての人が人間らしく生活できる社会となるよう、「健康で文化的な最低限度の生活」を問うこの訴訟の勝利をめざし、多く
の人たちとつながり、原告を支援し、幅広い運動の輪を広げていくことを決意し、本連絡会を設立する。
以　上
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生活保護基準引下げ違憲処分取消等請求訴訟・第１回期日（１１
／１９）のお知らせ
厚生労働大臣は、日弁連、全国すべての弁護士会、様々な市民団体等の反対にもかかわらず、２０１３年５月、生活保護基準の引き下げを
正式に決定しました。
これにより、生活保護基準は、２０１３年８月、２０１４年４月、２０１５年４月の３段階に分けて、平均６．５％、最大１０％の引き下
げ、総額６７０億円削減されることとなり、すでに、２段階目までの引き下げが実施されています。

このような生活保護基準の引き下げに対し、全国で集団訴訟が提起され、埼玉においても、本年８月１日、２５名の原告の方が、国のほか
８自治体を被告として、生活保護基準引き下げは、生存権を保障する憲法２５条に違反して違憲・違法であるとして、引き下げ処分の取消
などを求める集団訴訟を提起しています。

生活保護基準は、就学援助基準、非課税基準、最低賃金など私たちの暮らしを支える様々な制度を下支えしている基準です。生活保護制度
を切り縮め、ナショナルミニマムである生活保護制度を崩壊させることは、すべの人の「生活の底下げ」をもたらします。すべての人が人
間らしく働き生活できる社会となるよう、この裁判を、是非応援してください。

上記集団訴訟の第１回期日が、下記のとおり開かれますので、多数の方の傍聴をお願いします。
当日、傍聴の抽選が１４時ころ行われると思いますので、１４時少し前にさいたま地方裁判所までお越しください。
傍聴希望者多数で抽選にもれた場合でも、下記のとおり、同時刻から、裁判所近くの会場で、「裁判応援・報告集会」を開催いたしますの
で、是非、こちらにご参加ください。

【第１回期日】
日時：２０１４年１１月１９日（水）１４時３０分～１５時３０分
場所：さいたま地方裁判所Ｃ棟１０５号法廷
内容：原告の主張内容の陳述、原告本人による意見陳述等（予定）

【裁判応援・報告集会】
日時：同日１４時３０分～１６時３０分
場所：埼佛会館　（さいたま市浦和区高砂4-13-18）
内容：裁判概要、くらしの最低保障を守ろう　～当事者からのメッセージ～、第１回期日報告

◎　第１回期日のチラシはこちら　⇒　ダウンロード
◎　「生活保護基準引下げ反対埼玉連絡会」入会案内はこちら　⇒　ダウンロード
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[終了]11月30日(日)　奨学金問題シンポジウム　奨学金っ
て何が問題なの？-高校の現場とともに考える-
終了いたしました。ありがとうございました。

 

 

現在、大学生の2人に1人が何らかの奨学金を利用し、3人に1人が日本学生支援機構の奨学金を借りています。
しかし、返済開始後の支援機構の取立は厳しく、また、世界では標準的と言える給付型の奨学金がなかったりと、世界的に見ても日本の奨
学金制度は不十分です。
そこで、昨年9月、奨学金制度の改善を目指す埼玉県内の有志が集まり
「埼玉奨学金問題ネットワーク」を設立しました。

設立後1年余りの取組みの中で高校現場の声も聞くことができましたので、
今回は奨学金問題の第一人者である中京大学教授大内裕和氏をお招きして高校の先生方と共に奨学金問題を考えていきたいと思います。

 
◆開催日時：平成２６年１１月３０日（日）
　　　　    午前１３時３０分～午後１６時３０分（会場１３時）
 
◆場所：市民会館うらわ　５０３･５０５　　浦和駅西ロより徒歩7分
 
 
＜プログラム＞
●開会あいさつ　　埼玉奨学金問題ネットワーク代表　聖学院大学教授　柴田武男氏

●基調講演　　「奨学金って何が問題なの?」　中京大学国際教養学部教授　大内裕和氏

※奨学金問題対策全国会議の共同代表であり、奨学金問題の第一人者。
『ブラックバイト』という言葉の生みの親でもある。現在は、全国各地
で講演を行い、テレビや新聞等のメディアでも多数取り上げられている。
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●パネルディスカッション
～奨学金問題の現状と各立場からの取組み～
コーディネーター：司法書士　安野憲起氏
パネリスト：大内裕和氏、高校教諭　仲野研氏、司法書士　秋浦良子氏

●当事者からの発言

●埼玉奨学金問題ネットワークの取組報告　弁護士　鴨田譲氏

●閉会あいさつ　埼玉奨学金問題ネットワーク副代表　司法書士　井ロ鈴子氏

 
・主催:埼玉奨学金問題ネットワーク
・後援:奨学金問題対策全国会議

 
【お問合せ先】
〒３３０－００６４　さいたま市浦和区岸町７－１２―１　東和ビル４階
埼玉総合法律事務所
埼玉奨学金問題ネットワーク事務局長　弁護土　鴨田譲
TEL：０４８－８６２－０８００、FAX：０４８－８６６－０４２５
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奨学金シンポジウムPDF

[終了]11/1　過労死・過労自殺110番を実施します
終了いたしました。ありがとうございました。

 

 

今年６月に過労死防止法が成立し、１１月１日から施行されます。

これに合わせて、同日、「過労死・過労自殺１１０番」が全国一斉（２２都道府県）におこなわれます。
埼玉でも、当事務所の弁護士を含む県内の弁護士が参加して、無料で電話相談を受け付けます。

受付をする主な相談内容は下記の通りですが、お仕事や労災に絡むご相談であれば広く受け付けますので、お気軽にお電話ください。

◆日　　時 　  １１月１日（土） １０：００～１３：００ 

◆電話番号　　０４８－８３７－４８２１

◆主な相談内容
①業務上の過労、ストレスが原因と思われるうつ病や自殺などの労災補償などの相談。
②脳心臓疾患、呼吸器疾患などによる過労死等の労災補償などの相談。
③その他業務上、仕事中の怪我など労災に関することは何でも受け付けます。

◆相談無料
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※当事務所では、過労死・過労自殺を含む労災事件全般、その他業務上、仕事中の怪我など労災に関することはなどについて、随時面談で
相談を受け付けていますので、お気軽にお電話下さい。

ＴＥＬ　　０４８－８６２－０３５５

 

11-1　過労死ホットラインチラシ（PDF）
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中小企業サポートネットワーク・スモールサンのインターネット
ラジオに佐渡島弁護士が出演しました
佐渡島啓弁護士が中小企業サポートネットワーク・スモールサンのインターネットラジオに出演しました。

 

 

（出演の模様はこちらをクリックして下さい。）

 

皆様ぜひお聴きください。

[終了]明るい法律セミナー　2014年度　第2回　開催しま
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す！　－労働災害－
終了いたしました。ありがとうございました。

 

日々、市民の方々から相談をお受けになる立場の皆さん、そして一般の皆様を念頭に「現在、社会問題となっている事柄への対応講座」
「相談をお受けになった時の視点を提供するための講座」を開催致しております。
本年２回目の今回は、「労働災害」がテーマです。

講師は、労災事件を数多く担当し、埼玉労働局・埼玉紛争調整委員会委員も務めている、当事務所代表弁護士、野本　夏生です。
また、当日は各種労災問題に限らず、あらゆる問題について、簡単な個別相談窓口を設け、皆様からのご相談を直接お受けする予定です。

皆様の多数のご参加をお待ちしています。

 

　　　日　時：２０１４年９月１０日（水）　
　　　　　　　　午後６：００～８：００
　　　場　所：浦和駅　東口　
　　　　　　　浦和コミュニティセンター　第１４集会室　（PARCO　10F）
　　　テーマ：労働災害
　　　講　師：埼労連　副議長　角入　則夫・弁護士 野本夏生
　　　参加費：無料
　　　主　催：埼玉総合法律事務所

 

参加ご希望の方は、お手数ですが事前に、ＦＡＸ（０４８－８６６－０４２５）またはお電話で、お名前、ご住所、参加人数をお知らせく
ださいますよう、よろしくお願い致します。
なお、当日の受付も行っております。

 

（お問い合わせ先）

埼玉総合法律事務所　TEL048-862-0355
担当：竹内・古城（弁護士）、中村・深井・廣田（事務局）
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9-10セミナーチラシ(PDF)

『季刊・労働者の権利』（305号/2014.10）（日本労
働弁護団）に髙木弁護士の記事が掲載されました
『季刊・労働者の権利』（305号/2014.10）（日本労働弁護団）に髙木弁護士の記事が掲載されました。

皆様ぜひご覧下さい。

安倍政権の労働規制破壊とこの間の闘いについて（季刊・労働者の権利　305号/2014.10　日本労働弁護団　掲載）

下記画像をクリックすると、全文(PDF)が表示されます。
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憲法と人権を考える市民のつどい「なぜ、今『集団的自衛権』な
のか」（弁護士　谷川　生子）
埼玉総合法律事務所　谷川生子

平成２６年４月９日（水）、埼玉弁護士会主催で集団的自衛権をテーマにした市民集会が開かれました。
昨年１２月に開催した「なぜ、今『国防軍』なのか」と題する市民集会の第２弾です。ゲストとして、昨年１２月の市民集会にもご参加頂
いた、東京新聞論説委員の半田滋氏をお招きし、今回はさらにもう一人、元内閣官房副長官補・柳澤協二氏にもご参加頂きました。

集会の前半は講師二人の講演、後半は当会の弁護士を交えた講師同士の対談という二部構成でした。以下、今回の集会についてご報告しま
す。

１　集会の趣旨
初めに、大倉浩会長から、開会挨拶と、集会の趣旨説明がありました。
政府が国民の議論を待たず、集団的自衛権行使容認に向けた動きを加速させる中、弁護士には国民主権、平和主義について市民に説明する
義務があると語り、今回のつどいを通じて、市民の方々に平和の大切さを理解してもらいたいと訴えました。

続いて、佐渡島啓副会長より、「集団的自衛権」、「個別的自衛権」及び「集団安全保障」等の用語に関する解説がありました。
歴史上、集団的自衛権が、アメリカによるベトナム侵攻、旧ソ連によるチェコ侵攻、アフガニスタン侵攻等、大国の他国に対する軍事介入
の根拠として利用されてきた事実を指摘した上で、今日の日本にとって、本当に集団的自衛権の行使が必要なのか、安倍首相の唱える「積
極的平和主義」の意味するものは何なのか、という問題提起がありました。

２　半田滋氏の講演
半田滋氏は「集団的自衛権のトリック」と題して講演されました。
半田氏は、東京新聞編集局社会部記者を経て２００７年から編集委員、２０１１年からは論説委員を兼務しており、１９９２年から２０年
以上にわたり防衛庁及び防衛省を取材し、自衛隊の活動に精通しています。
半田氏からは次のようなお話しがありました。

・日米同盟の崩壊を防ぐため、公海での米艦艇防護を行う必要性があるとの主張があるが、実際に軍事力の違いを顧みず、アメリカに戦
争を仕掛ける国があるとは考えられない。
友達が殴られそうになったらこれを守るのは当たり前だ、という考えを植え付けるために、かような例を持ち出しているのではない
か。
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・（自衛隊の活動風景の画像を示しつつ）人道支援のために派遣されたサマワの基地で、自衛隊員は、日の丸が４枚も貼り付けてある迷
彩服を着て活動している。
自衛隊は人道支援なので、武装勢力に殺されないよう、あえて目立つ格好をしている。
対する米兵は、風景に溶け込んで人殺しをしなければならないため、当然迷彩服に星条旗はついていない。
集団的自衛権行使を認めれば、憲法９条の下での自衛隊の活動が、大きく様変わりしてしまう。

・陸上自衛官の自殺者数に注目したい。自衛官の自殺率は、一般公務員の１．５倍、イラクに行った自衛官の自殺率はその１０倍である。
イラクでは常にロケット砲弾の危機にさらされ、その過酷な経験から自衛官がＰＴＳＤになっている可能性がある。
しかし、政府は、自衛官の自殺の原因について調べていない。
特に政府が、イラク戦争への自衛隊派遣の正当性、イラク戦争自体の正当性をきちんと検証していない点を指摘し、安倍首相が、武
力行使が引き起こす結果に一切言及せず、闇雲に集団的自衛権行使を進めようとしている点を批判しました。

３　柳澤協二氏の講演
柳澤協二氏からは、「安倍政権の安保政策／何を目指すのか／日本のためになるのか」と題する講演がありました。
柳澤氏は、内閣官房副長官補として、自衛隊イラク派遣を統括する立場にありましたが、憲法の歯止めを無視した政府の暴走を止めたいと
いう思いから、本集会に参加されました。柳澤氏からは、次のようなお話しがありました。

・なぜ今「集団的自衛権」なのか。安倍首相の話は、国際情勢とは関係なく展開されているため、矛盾に満ちている。日米同盟を「血の
同盟」にし、日米対等の関係を作らなければならないという個人的な思いだけで動いているのではないか。

・集団的自衛権行使に歯止めはない。遠方でも日本の安全に影響が及ぶことは考えられる以上、地理的な限定はできない。
また、日本はイラク戦争の際、当事国でない以上軽々に意見は言えないとのことでアメリカの武力行使に賛成しており、今後もアメ
リカが違法な戦争をするはずがないという前提で事にあたるならば、アメリカからの協力要請を断ることはできないだろう。

・日本のあるべき国際貢献の姿は、他国の戦闘行為に加担することではなく、高度な技術を教え、人材を育て、マネジメント能力を発揮
することである。
あくまで政府は、戦争を回避するために世論を沈静化する役目を果たすべきであり、積極的平和主義の本来は、日本が国際秩序を積
極的に守る立場に立つことであると語りました。

４対談・質疑応答
後半の対談の中で、柳澤氏が半田氏に、実際のところ自衛官はこの集団的自衛権行使容認に向けた状況をどう思っているのか尋ねました。
半田氏からは、自衛官は、相手から武力攻撃されないと反撃はできないと教え込まれている。
たとえば尖閣諸島に誰かが忍び込んだ場合、相手方が武力を使っていなくてもこちらは使っていいのか、そんなことが許されるのか、と戸
惑っている状況にある、という話がありました。

また、平和を守るために自分にできることは何か、という会場からの質問に対し、柳澤氏は、日本の平和・安全は、政府だけでなく国民一
人一人が考えるべきこと。



個々人が、その人格に基づいて平和を語り、自分の愛する者が死ぬことは嫌だと子や孫の世代に伝えることが大切だと語りました。
半田氏は、選挙を通して意見表明すること、国会前のデモに参加して声をあげる等、世論の力で政府の暴走を止めることが重要と回答しま
した。

最後まで参加者の熱気に包まれたまま、閉会となりました。

５予期せぬ参加人数
通常、憲法と人権を考える市民のつどいの参加者は概ね２００～３００人です。
特に今回のテーマは、日頃聞き慣れない「集団的自衛権」であって、どれだけの市民が関心を持っているか疑問であったこともあり、主催
者側で当初用意していた資料は３５０部でした。
しかし、当日蓋を開けてみれば、用意していた資料部数をはるかに超える６００人以上の参加がありました。
会場の埼玉会館小ホールの席数は５００席であったため、場内で立ち見の人々の他、場外のモニターで見る人々が出る状況でした。
席につくことができなくとも、立ち去ることなく講演に聞き入っている参加者を見て、このテーマに対する国民の関心の高さ、危機感の高
まりを実感しました。

６集会後の感想
集会後、半田氏からは「あれだけの人々の真剣な眼差しを受けたのは初めてで緊張した。なんとかなるかも、と勇気づけられた。」との感
想があり、柳澤氏からは「埼玉の盛り上がりはすごい。
若い人たちに考える引き出しを作ってもらいたい。勉強会の企画等があれば協力する。」との言葉がありました。

集会の参加者が、それぞれ自分の考えに自信を持ち、共に歩もうという連帯感が生まれた集会となりました。
今回の市民集会で味わった熱気が、集会に携わった会員にとっても励みになったことは間違いなく、今後も市民の声を大切に、活動を拡げ、
立憲主義に反する政府の暴走を止めよう、と会員同士決意を新たにしました。

７　今後の活動に向けて
今回、いつになく大勢の市民の参加があった理由は、テーマへの関心の高さ、講演者の顔ぶれに加え、弁護士会と市民団体とが事前に連携
を図ったことにあります。

この集会を開催するまでに、弁護士会は、特定秘密保護法に反対する市民団体との懇談の場を設ける等、市民団体と会をつなぐ活動を行い
ました。
それらの活動が、当日の多くの市民の参加につながったと思われます。
弁護士会には弁護士会ならではの連携を作ることのできる可能性があり、今後、弁護士会が、集会の他、パレード、街頭宣伝等外部へ発信
するにあたり、どこまで市民と協力できるか、会内で議論を重ねることも必要かと思います。

集会後、６月９日には、浦和で集団的自衛権に反対するパレードを行いました。約５６０人もの参加がありました。
７月３１日には、浦和の埼玉会館大ホールで、集団的自衛権をテーマとする１３００人規模の集会を開きます。



今後の弁護士会の活動に、一人でも多くの会員の皆様にご参加頂ければと思います。


